




































別依頼として高校で愛知 1 校、静岡 1 校、中




人、 同 居 の 父 2,683 人、 母 2,919 人、 祖 父





⑤有効票数：総計 8,736 票、有効回収率 82.7%
（内訳・小学生男女計 894 票、74.4%、中学生
同 691 票、70.3%、高校生同 924 票、79.4%、
父 2,397 票、89.3%、母 2,705 票、92.7%、祖
父 457 票、67.9%、祖母 661 票、69.9%）





The Distinction of Today’s Children’s Friendship -Isagogics-










選ぶ。1. 一人もいない　2. 一人いる　3. 二人いる















年代別 いない 一人 二人 三～五人 六～九人 十人以上 総計人
70以上 1.8% 7.3% 14.9% 54.5% 9.7% 8.9% 495
60 代 1.4% 2.9% 14.8% 60.1% 10.9% 8.6% 514
50 代 1.4% 4.5% 12.7% 60.2% 10.1% 9.9% 575
40 代 1.3% 3.2% 10.5% 62.1% 12.6% 9.9% 2,609
30 代 1.3% 2.0% 8.4% 58.2% 16.1% 13.5% 1,887
20 代 0.0% 3.2% 14.9% 46.8% 12.8% 22.3% 94
高校生 1.3% 2.2% 2.9% 33.6% 25.8% 32.0% 917
中学生 0.7% 0.7% 2.5% 25.8% 23.5% 45.1% 685
小学生 0.7% 2.0% 3.8% 24.8% 20.4% 46.3% 888
（図 1）＜仲のいい友人数＝年代別＞















表 2 は、「1 ＋ 2 ＝多いほう」「3 ＝半々くらい」




年代別 多いほう 半々 少ないほう
70 以上 39.1% 28.7% 26.7%
60 代 35.2% 28.6% 29.6%
50 代 49.0% 30.5% 18.8%
40 代 39.3% 33.5% 26.1%
30 代 33.3% 34.7% 31.3%
20 代 27.7% 42.6% 28.7%
中学 29.7% 35.9% 33.6%









































年代別 好きな授業 友だち クラブ 運動会 総計
70 以上 42.5% 56.9% 7.9% 38.4% 508
60 代 43.6% 61.1% 25.1% 34.2% 514
50 代 44.4% 69.2% 37.4% 34.8% 577
40 代 43.8% 81.3% 49.1% 35.4% 2,620
30 代 41.7% 85.0% 51.5% 39.2% 1,888
20 代 41.5% 86.2% 44.7% 33.0% 94
高校 25.0% 85.6% 27.1% 40.0% 923
中学 44.7% 85.7% 49.2% 45.3% 691
小学 54.1% 85.6% 51.0% 37.3% 893
どの年代でも「友だちと……」が一番多いが、



















年代別 授業 友だち いじめ 何もない 総計
70 以上 41.3% 3.4% 7.3% 42.3% 494
60 代 47.6% 2.0% 7.3% 36.0% 506
50 代 59.6% 3.0% 5.9% 24.4% 574
40 代 61.0% 3.6% 10.7% 22.7% 2,605
30 代 59.0% 4.4% 13.9% 20.7% 1,876
20 代 57.0% 7.5% 12.9% 20.4% 93
高校 78.2% 9.7% 6.6% 8.1% 918
中学 72.4% 8.7% 10.0% 13.1% 688
小学 63.6% 4.6% 20.5% 21.5% 888
「つきあいで友だちと話したり遊んだりするこ
と」が「いや」であるのはどの世代でも一割に満









70 以上 3.9% 280
60 代 2.6% 309
50 代 2.0% 396
40 代 2.7% 2,114
30 代 4.0% 1,595



































1. 父　2. 母　3. 祖父　4. 祖母　5. 兄弟姉妹の誰か
6. 友だちの誰か　7. 自分をいじめる子　8. 知って
いる女の子の誰か　9. 親戚のある人　10. 近所の


















祖父母 3.4% 0.3% 7.8% 14.2% 5.9% 1,050
父母 6.6% 1.4% 9.9% 15.3% 8.8% 4,976









世代別 友＝楽しい 友＝いや 総計
祖父母 6.8% 3.7% 82
父母 9.8% 24.5% 493



































世代別 1 2 3 総計
祖父母 47.0% 4.8% 0.9% 978
父母 88.6% 5.1% 0.8% 5,054









3. 半々くらい　4. 気になるほうが少ない　5. 気に
ならない　6. その他」（父母祖父母へは「子ども
の頃」とした）
「1 ＋ 2」を「気になるほう」、「4 ＋ 5」を「気
にならないほう」として示す。
（表 10）＜友だちの視線＝年代別＞
年代別 気になるほう 半々 ならないほう 総計
70 以上 17.1% 18.0% 64.5% 490
60 代 20.3% 21.5% 57.5% 508
50 代 22.2% 27.1% 49.7% 572
40 代 28.5% 33.0% 38.2% 2,612
30 代 39.0% 33.2% 27.7% 1,882
20 代 35.5% 33.3% 31.2% 93
高校 49.9% 31.3% 18.3% 922
中学 43.1% 36.1% 20.8% 687






























世代別 よく ときどき 一二度 ない 総計
祖父母 4.4%   16.2%  17.4% 61.0% 1,103
父母 6.1% 25.3% 32.3% 35.8% 5,066







年代別 よく ときどき 一二度 ない
70 以上 3.0% 16.4% 12.7% 67.3%
60 代 5.2% 15.3% 19.9% 57.8%
50 代 4.9% 21.3% 28.0% 45.3%
40 代 5.1% 24.2% 33.0% 37.2%
30 代 7.3% 27.7% 32.9% 31.7%
20 代 16.0% 29.8% 26.6% 26.6%
高校 21.9% 39.6% 26.3% 11.6%
中学 16.9% 32.6% 32.6% 17.4%




ぶ。1. できるほう　2. ややできるほう　3. 中くら





世代別 勉強 よく思う ときどき 一二度 ない
祖父母
できるほう 1.9% 9.2% 15.2% 　73.6%
中くらい 2.7% 17.3% 20.8% 57.7%
できないほう 13.3% 26.0% 12.2% 48.0%
父母
できるほう 3.4% 21.0% 33.1% 42.2%
中くらい 5.0% 24.3% 35.0% 34.9%
できないほう 11.9% 34.1% 26.3% 27.5%
子ども
できるほう 12.3% 29.5% 34.8% 23.1%
中くらい 14.5% 35.0% 31.4% 18.4%















よく思う ときどき 一二度 ない 総計
父母 5.5% 27.5% 33.0% 34.1% 　91
子ども 27.0% 41.3% 22.2% 9.5% 63
勉強が「できるほう」で「学校に行きたくない





































四宮晟の 1951 年における高校生（2003 年時に
は 69 歳前後）を対象にした調査では、友だちの





1982 年には 5 割を占めていたが、1992 年では 4
割以下と減少しており、「親友」が 10 人以上の割




































































「3 人～ 5 人の小グループ」は 1986 年の調査で
の 36％から、1988 年の 45％、1995 年の 49％と
増加傾向にあり、一方「10 人以上の大グループ」
は 1986 年の調査での 20％から、1988 年の 18％、
1995 年の 5.7％と減少傾向にあるとしている。ま
た、「友人グループはない」としている割合が
1986 年と 1988 年の調査で 5％前後であったもの
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長田　勇（埼玉東萌短期大学教授）：「はじめに」と 1 を担当
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